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○ 東日本大震災の被災地における災害廃棄物処理の推進

を図るため、国土交通省、農林水産省、環境省が実施する

直轄工事のうちコンクリートを主要工種に含む工事にお

いて、東日本大震災における災害廃棄物を原燃料としたセ

メントを使用する企業を総合評価落札方式において加点

評価する取組を開始する。 

 

 

○ 本取組は７月以降公告手続きを開始する工事から選定

し実施する。なお、既に災害廃棄物の受入れを行っている

セメント工場からの供給状況を踏まえ、当面岩手県を対象

地域とする。 

  今後、岩手県及び宮城県の災害廃棄物処理計画において、

再生利用が可能な災害廃棄物量及びセメント工場等への

受け入れ要望量等が明らかとなることから、その状況や、

広域処理の進捗状況を踏まえ、需給バランス等をみながら

段階的に適用エリアを拡大していくこととする。 

 

 

○ 本取組の期間中、関係省庁間の連絡調整を密にし、環境

省を中心に政府一丸となって、その円滑な運用に万全を期

すこととする。 

 

 

○ なお、本取組の期間は平成 26 年３月までとする。 
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 総合評価における災害廃棄物を原燃料としたセメント使用の評価 

 セメント会社 

（製造・販売） 

 受注者   

東日本大震災の被災地における災害廃棄物処理の推進を図るため、国土交通省、農
林水産省、環境省直轄工事のうち、コンクリートを主要工種に含む工事において、災害廃
棄物を原燃料としたセメント（対象セメント）を使用する企業を総合評価で加点評価する。 

工事請負 

契約 

 競争参加者 

○競争参加者は、 
 対象セメント使用
を技術資料提出時
に通知 

対象セメント
使用の通知 

○総合評価で 
 加点評価 

生コン会社等 

購入契約 

○証明書等 
 を提出 
・使用証明書 
・生産証明書 
・契約内容 

【対象セメント利用評価のスキーム】 
対象セメント供給側による１）対象セメントが震災廃棄物由来であることの確認、２）放射
能汚染に対する安全性等の確認、３）合理的価格での供給 等の措置を実施。 

入札段階 完了検査時 

発注者    

対象セメント 

使用証明書 

購入契約 

被災自治体 災害廃棄物 

処理契約 

環境省ＨＰ 
 

 

 

 

対象セメント 

生産証明書 

自治体とセメント会社 

の委託内容を掲載 

○通知したが、対象セメ
ントを使用しない受注
者に対してペナルティ 

 ※受注者の責めに帰すことが出来ない 
  事由がある場合を除く 
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